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松前町の警察学校で ．I

55. 10. 21(2) 

在
宅
▽
ッ
サ
ー
ジ
や

機
陛
同
復
00

季
貝
貸
与
な
ど

心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
発
足

団
員
―
一
人
が
協
力

第
五
分
団
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

九
月
一
四
日
、
松
前
町
の
愛
媛
県
進
さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
と
な
る
と

警
察
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
第
―
一

回

思

い

ま

す

。

（

成

績

）

愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
操
法
大
会
は
表
面
的
に
は
勝
つ
目
小
型
ポ
ン
プ
の
部

当
町
か
ら
第
五
分
団
（
予
子
林
）
か
的
で
行
っ
て
も
、
そ
の
陰
で
育
く
ま
優
勝
津
島
町
消
防
団
北
灘
分
団

小

型

ポ

ン

プ

の

部

に

出

場

し

ま

し

た

。

れ

る

奉

仕

の

精

神

‘

犠

牲

の

精

神

、

い

（

減

点

二

七

・

七

五

）

第

五

分

団

は

、

昨

年

の

大

洲

喜

多

わ

ゆ

る

消

防

精

神

の

醸

成

が

大

き

な

北

条

市

消

防

団

浅

海

分

団

地
区
大
会
に
優
勝
し
出
場
権
を
得
目
的
で
あ
り
成
果
と
い
え
ま
す
。

（

減

点
三
―

.
0
0
)

て

い

た

も

の

で

、

今

年

も

七

月

か

ら

第

五

分

団

の

皆

さ

ん

、

選

手

の

皆

伊

方

町

消

防

団

第

一

五

分

団

消

防

署

員

の

指

導

を

受

け

て

日

夜

訓

さ

ん

ご

苦

労

様

で

し

た

。

（

減

点

三

八

・

七

五

）

練

に

励

み

、

動

作

、

精

神

共

に

充

実

こ

の

よ

き

経

験

を

今

後

の

消

防

活

肱

川

町

消

防

団

第

五

分

団

し

、

大

会

に

臨

み

ま

し

た

が

結

果

は

動

に

生

か

し

て

い

た

だ

く

よ

う

お

願

（

減

点

五

九

・

五

0
)

一
七
チ
ー
ム
中
―
一
位
で
し
た
。

し
か
し
、
消
防
操
法
大
会
の
目
的

は
勝
つ
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
ま
で
に
分
団
が
行
っ
た
訓
練
の

上
で
、
四
名
の
選
手
を
支
え
た
団
員

一
人
一
人
の
協
力
体
制
か
、
今
後
分

団
を
、
そ
し
て
肱
川
町
消
防
団
を
前

人

-
0
月
二
日
、
役
場
に
お
い
て
、

肱
川
町
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
の
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
会
は
、
町
内
の
心
身
障
害

者
を
対
象
に
し
た
新
し
い
福
祉
施
策

と
し
て
‘
肱
川
町
長
の
発
起
に
よ
り

発
足
し
た
も
の
で
‘
肱
川
町
、
肱
川

町
議
会
、
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
代
表
者
を
出
し
て
会
員
と
な

り
、
町
内
の
心
身
障
害
者
の
福
祉
の

向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

今
年
度
の
事
業
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

（
住
宅
改
造
資
金
補
助
事
業

心
身
障
害
者
の
使
用
の
た
め
、
特

別
に
住
宅
の
改
造
を
必
要
と
す
る
場

合
に
そ
の
改
造
費
を
補
助
し
ま
す
。

例
え
ば
、
風
呂
場
を
肢
体
不
自
由

者
用
に
改
造
す
る
と
か
、
車
イ
ス
で

家
の
中
を
移
動
で
き
る
よ
う
に
改
造

す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。

但
し
、
最
高
限
度
額
は
五
万
円
で

す。②
補
装
具
購
入
補
助
事
業

松
葉
づ
え
‘
車
椅
子
、
義
手
、
義

足
、
補
聴
器
な
ど
、
身
体
障
害
者
用

補
装
具
を
必
要
と
す
る
も
の
に
、
そ

―
―
位

二
位

二
位

の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

但
し
、
最
高
限
度
額
は
三
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

③
機
能
回
復
器
具
の
貸
与
事
業

卒
中
な
ど
で
倒
れ
た
場
合
、
昔
は

絶
対
安
静
か
常
識
と
な
っ
て
い
ま
し

た
か
、
今
で
は
、
訓
練
の
開
始
か
早

け
れ
ば
早
い
程
、
機
能
の
回
復
が
早

い
と
い
う
こ
と
が
分
り
、
一
日
も
早

V
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
回
復
の
た
め

の
措
置
を
す
る
の
が
常
識
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
故
や
卒
中
な
ど
で
肢

体
か
不
自
由
に
な
り
、
緊
急
に
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し

て
、
身
体
障
害
者
手
脹
か
な
く
て
も

簡
単
な
器
具
を
貸
し
出
す
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

④
在
宅
マ
ッ
サ
—
ジ
補
助
事
業

一
級
及
び
二
級
の
身
体
障
害
者
で

ね
た
き
り
の
生
活
を
し
て
お
ら
れ
る

人
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
出
張
施
療

を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

但
し
一
人
年
間
三
回
以
内
で
す
。

⑤
心
身
障
害
者
認
定
文
書
料
助
成

事
業
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診
断
書
の
文
書
料
は
、
通
常
ニ

千
円
で
す
が
、
国
民
年
金
法
に
よ
る

障
害
認
定
な
ど
の
場
合
は
、
五
千
円

か
ら
二
万
円
も
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

障
害
程
度
二
級
以
上
に
認
定
さ
れ

た
心
身
障
害
者
に
は
、
国
民
年
金
法

な
ど
に
よ
っ
て
高
額
な
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
る
か
、
二
級
か
三
級
か
の

制
定
が
微
妙
な
場
合
、
文
書
料
か
高

い
た
め
に
、
認
定
申
請
を
た
め
ら
う

人
が
多
い
の
で
、
認
定
の
費
用
を
協

会
が
負
担
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。助

成
金
は
、
認
定
の
た
め
、
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
文
書
料
の
う
ち
、

通
常
料
金
の
二
千
円
を
控
除
し
た
金

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
最
高
限
度
額
は
一
万
八
千

円
で
す
。

⑤
心
身
障
害
者
福
祉
施
設
設
置
事

業
町
及
び
社
会
福
祉
関
係
機
関
団
体

が
心
身
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
施
設

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
‘
予
算

の
範
囲
内
で
そ
の
整
備
費
を
助
成
し

ま
す
。

ちょっとした心づかいも峰のうち ・ ロ．．．と•
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九
月
ニ
―
日
か
ら
三

0
日
ま
で
の

-
0
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
期
間
中
、
少
し
で
も
交

通
安
全
に
役
立
て
ば
と
い
ろ
い
ろ
な

活
動
か
行
わ
れ
、
お
か
げ
で
当
町
で

は
一
件
の
事
故
も
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

期
間
中
だ
け
で
な
く
、
常
日
頃
か

や
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
明
る

く
楽
し
い
毎
日
を
お
く
り
た
い
も
の

で
す
。

滝
山
に
交
通
茶
屋
開
設

大
洲
交
通
安
全
協
会
肱
川
支
部
で

は
、
九
月
二

0
日
「
交
通
安
全
の
日
」

に
、
国
道
一
九
七
号
線
滝
山
に
交
通

奮
を
開
設
し
ま
し
た
。

、c;

お
巡
り
さ
ん
の
誘
導
に
ち
ょ

っ
と

驚
い
た
様
子
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
駆
け

寄
る
娘
さ
ん
か
ら
「
く
り
」
や
「
チ
ラ

シ
」
を
も
ら
っ
て
思
わ
ず

ニ
ッ
コ
リ
、

安
全
運
転
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
四
日
に
は
、
会
員

約
四

0
名
が
参
加
し
て
、
小
雨
が
降

る
な
か
、
朝
八
時
か
ら

―
二
時
ま
で

主
要
道
路
の
影
切
り
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

雨
の
中
、
カ

ッ
パ
＃
着
て
の
作
業
、

た
い
へ
ん
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

青
年
団
が

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

肱
川
町
青
年
団
（
東
修
司
団
長
）

ゴ
ミ
は
つ
ぎ

行
楽
期
の
野
山
に
、

も
の
工
9
0

と
こ
ろ
で
、
何
気
な
く
捨
て
て
い

る
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
が
、
一
方
で
貴
重

な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
ー
_
|
と
あ
れ
ば
、
ポ
イ
と
放

り
拾
て
よ
う
と
す
る
手
も
、
ふ

と
一

瞬
止
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
八

0
年
代
の
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
大
い
に
脚
光
を
浴
び
て

い
る
の
が
、
ゴ
ミ
焼
却
工
場
の
余
熱

を
利
用
し
た
＂
ゴ
ミ
発
電

“
で
す
。

焼
却
熱
で
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
発

期
待
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

有
望
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

交
通
安
全
を
願
っ
て

小
雨
の
な
か
道
路
の
影
切
り
を
実
施

-
f
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r
,

己
｛

ゎ
ふ
兌

で
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九

月
二
七
日
、
団
員
約
一
五
名
が
参
加

し
て
町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃

し
ま
し
た
。

カ
ー
ブ

の
多
い
当
町
で
は
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
安
全
確
保

の
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

汚
れ
て
い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も、

い
ま
は
ピ
カ
ピ
カ
。

お
か
げ
で
見
通
し
も
よ
く
な
り
交

通
安
全
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
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り
り
り
‘
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電
気
を
回
す
わ
け
で
す
が
、
最
近
の

家
庭
廃
棄
物
は
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
か
次
第
に

ふ
え
た
た
め
に
、
一

段
と
す
ぐ
れ
た
燃
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

例
を
挙
げ
る
と
、
東
京
都
で
は

こ
の
ゴ
ミ
発
電
で
、
処
理
工
場
自
体

が
使
う
電
力
料
金
一

0
億
一
八

0
0

万
円
を
そ
っ
く
り
浮
か
せ
た
う
え
、

余
っ
た
電
力
を
東
京
電
力
に
売
っ
て

一
億
二
五

0
0
万
円

（五
三
年
度
）

も
か
せ
い
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

東
京
都
で

大きな省エネルギー

小さな工夫

は
五
五
年
度
か
ら

一
万
五

0
0
0
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
特
大
発
電
設
備
を
持
つ

ゴ
ミ
工
場
の
建
設
に
か
か
り
ま
す
か
、

省
資
源
。フ

ラ

ス

副

収

入

の

魅

力

的
な
決
め
手
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の

都
市
で
も
同
様
の
プ
ラ
ン
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
家
畜
な
ど
の
し
尿
に
よ
る

“
ガ
ス
発
電
Ii

も
有
望
で
す
。

長
野
県
総
合
試
験
場
の
畜
産
試
験

場
で
は
、
家
畜
の
フ
ン
と
オ
シ
ッ
コ

か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料

に
し
て
発
電
機
を
動
か
し
、
電
灯
を

と
も
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

む
ろ
ん
メ
タ
ン
ガ
ス
は
そ
の
ま
ま

熱
源
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
ボ
イ
ラ
ー

の
湯
わ
か
し
に
も
利
用
し
て
、
光
熱

費
を
家
畜
し
尿
で
ま
か
な
っ
て
お
り

ま
す
。

メ
タ
ン
ガ
ス
を
抜
い
た
し
尿
は
‘

直
接
畑
の
肥
料
に
も
な
り
ま
す
。

家
畜
の
排
せ
つ
物
は
文
字
通
り
二

石
三
鳥
Ii

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
う

わ
け
で
す
。

ま
た
。
厄
介
者
の
古
タ
イ
ヤ
な
ど

も
低
温
焼
却
す
る
と
メ
タ
ン
な
ど
の

燃
料
ガ
ス
(
-
本
で
約
九
立
方
メ
ー

ト
ル
）
と
重
油
（
同
約
ニ
・
五
キ

ロ
グ

ラ
ム
）
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

立
派
な
燃
料
資
源
で
す
。

長
雨
と
低
温
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今

夏
、
折
々
豪
雨
を
ま
じ
え
て
…
•
•
f

二
百
廿
日
の
風
台
風
と
共
に
去

っ
た

が
、
思
え
ば
長
く
冷
た
い
夏
だ
っ
た
。

原
因
は
去
る
五
月
に
大
爆
発
を
起

し
た
セ
ン
ト
ヘ
レ

ン
ス
火
山
の
灰
の

飛
親
と
も
い
わ
れ
る
。
ひ
ぎ
も
と
の

ア
メ
リ
カ
で
は
大
旱
ば
つ
だ
っ
た
と

聞
く
の
に
皮
肉
な
現
実
だ
。

古
く
‘
徳
川
末
期
に
浅
間
山
が
爆

発
を
起
し
た
際
、
日
本
は
も
と
よ
り

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
へ
も
冷
害
を
も
た

ら
し
た
と
い
う
。
当
時
、
国
内
に
お

い
て
は
米
不
作
に
よ
る
食
糧
飢
き
ん

と
幕
府
へ
の
行
政
不
満
も
あ
い
ま
っ

て
各
地
に
百
姓

一
揆
が
続
発
し
、
こ

れ
を
制
し
き
れ
ず
長
期
三
百
年
に
及

ん
だ
徳
川
政
権
は
崩
壊
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。

今
季
、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
の
爆

発
は
‘
そ
の
双
へ
き
と
い
わ
れ
る
が
、

深
刻
な
冷
害
は
戦
後
最
悪
の
規
模
だ

と
農
林
水
産
省
は
発
表
し
て
い
る
。

更
に
当
地
方
に
は
、
台
風
十
三
号
が

追
打
ち
を
か
け
た
。
当
今
の
農
政
が

暗
中
模
索
の
時
で
も
あ
る
の
に
…
…

農
家
に
と
っ
て
は
‘
よ
ほ
ど
の
決
断

が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

九
月
下
旬
と
な
っ
て
、
よ
う
や
く

平
静
の
秋
空
が
戻
っ
て
き
た
。
こ
の

片
時
の
晴
れ
間
は
、
ま
ぶ
し
す
ぎ
る

程
あ
り
が
た
い
。

「
宇
宙
よ
‘
せ
め
て
今
年
に
残
さ
れ

た
最
大
限
の
恵
み
を
与
え
て
お
く
れ
、

来
年
へ
の
出
発
の
た
め
に
」
と
祈
り

たい。
一
集
音
マ
イ
ク
＿
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ス
イ
ス
は
人
口
約
六
三

0
万
人
、

国
土
面
積
四
万
平
方

M
と
い
う
小
国

で
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
置

し
、
水
資
源
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
ず
、
観
光
王

国
と
し
て
も
有
名
だ
が
、
世
界
で
も

高
度
に
発
達
し
た
高
工
業
国
で
、
一
人

当
た
り
の
国
民
所
得
は
一
九
七
六
年

で
世
界
第
二
位
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
所
得
国
の
例
に
も

れ
ず
、
ス
イ
ス
も
ま
た
、
労
働
力
の
農

z

①
 

世
界
で
第

2
位

一
人
当
た
り
の
国
民
所
得

]
ス
イ
ス
と
い
う
国

●
農
業
生
産
額

ス
イ
ス
の
農
業
は
、
そ
の
約
八
〇

％
を
畜
産
に
た
よ
っ
て
い
る
。

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
の

間
の
生
産
物
を
平
均
す
る
と
、
そ
の

約
ニ
ニ
％
か
植
物
性
生
産
物
、
約
七

八
％
か
畜
産
生
産
物
で
あ
る
。

最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
乳

製
品
で
、
次
に
肉
用
牛
‘
養
豚
で
あ

る
。
（
第

1
図
）

●
農
業
就
業
人
口

農
業
就
業
人
口
は
、
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
り
、
一
九
七
五
年
前
十
年

間
に
最
も
著
し
く
、
男
子
に
つ
い
て

は
約
二
八
％
も
減
少
し
て
い
る
。

今
日
、
農
業
就
業
者
の
総
就
業

者
中
に
占
め
る
割
合
は
約
六
％
で
あ

る
。
（
第

1
表
）

●
農
用
地

第 1図

〔1971-75年の最終総生産額の年間平均 ：57.5億〕

欧
州
諸
国
の
農
業
事
情
視
察
報
告
③

ス
イ
ス
の
農
業
と
農
業
政
策

ー
ア
ル
プ
ス
を
守
る
山
岳
営
農
—

業
離
れ
は
進
み
、
機
械
化
の
進
展
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
部
分
に
つ
い
て
は

農
業
の
経
営
構
造
に
大
き
な
変
化
を
四
七
％
ー
六
五
％
へ
と
増
大
し
て
い
る
。

も
た
ら
し
、
規
模
拡
大
に
よ
り
全
体
と
こ
の
国
の
農
業
の
特
色
を
一
言
で
言
え

し
て
体
質
改
善
か
は
か
ら
れ
て
い
る
。

ば
、
国
防
に
関
す
る
特
別
の
考
え
方
を

過
去
一

0
年
間
の
統
計
に
よ
る
と
主
背
景
に
し
た
国
土
の
有
効
利
用
に
よ
る

業
的
農
業
経
営
者
数
は
、
農
用
地
一

0

畜
産
に
重
点
を
お
い
た
農
業
と
い
え
る
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

i
康
業
の
概
要
一

七
八
％
が
畜
産
生
産
物

就
業
人
日
は
減
少
傾
向

ス
イ
ス
国
土
の
は
ほ
七

0
％
を
占

め
る
標
高
六
百

M
の
地
域
に
、
全
農

家
の
約
五

0
％
か
農
業
を
営
む
。

こ
の
よ
う
な
山
岳
地
域
の
農
業
か

[>[[
産生総終最業農の年5

 ，
 

特
色
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。

農
用
地
に
占
め
る
牧
草
地
の
割
合

は
多
く
、
耕
作
は
平
担
な
低
地
（
谷

間
地
域
）
で
あ
る
。

●
経
営
構
造

一
九
七
五
年
よ
り
以
前
十
年
間
に

経
営
規
模
の
拡
大
が
見
ら
れ
、
現
在

主
業
的
農
業
経
営
体
の
所
有
農
用
地

の
平
均
面
積
は
、
一
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。
（
第

2
表
）

●
農
作
物
の
作
付
及
ぴ
生
産
動
向

一
九
五

0
年
代
の
耕
作
面
積
は
二

五
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
ー
ニ
六

0
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
一
九
六
五
年

に
な

っ
て
二
五

0
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

減
少
し
、
一
九
七

0
年
代
に
な
る
と

農
産
物
価
格
の
改
定
の
影
響
も
あ
っ

て
、
耕
作
は
再
び
増
加
し
、
二
六
ニ
・

五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

中
で
も
特
に
飼
料
用
穀
物
の
急
激

な
伸
び
か
目
立
つ

C

一
九
六
五
年
以

降
約
三
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
増
加
し

て
い
る
。

第 2表面積規模別に見た谷間地域と山岳地域の農業経営 ]975年

h面たa積農で示規用模地し

経営戸数 1965-75年の推移(%)

谷間地域 山岳地域
谷間地域 山岳地域

総数 ％ 総数 .% 
1 ha未満 20,567 24.5 6,862 14.0 - 4 -24 

1 ~ 5 ha 16,256 19,3 13,842 28.1 -29 -36 

5 ~ 10ha 13,407 16.0 11, 173 22.8 -43 -32 

10~20ha 23,832 28.3 12,293 25.0 - 7 + 9 

20ha以上 9,965 11. 9 4,947 10.0 +40 +41 

計 84,027 100, 0 49,099 100.0 -17 -20 

農業生産台帳による山岳地域（標準的規定） ：ここでは標準的規定以外の区域を谷間地域と称する。

第 1表 男性農業従事者数

専 業

I 雇用人 兼業
抒営主

うち外国人
合計

全体

1939 160,589 l (J6. 5 5 j 77,185 344,325 133、180

1955 139,879 73,575 61,409 20,561 274,863 108,146 

1965 98,524 56,106 28,472 7,206 183,102 92,173 

1969 87,427 49,878 23,847 6,043 161,152 87,506 

1975 75,778 38,752 16,853 3,856 131,383 87,089 

減少率

1939-→55 12,9 30 9 20.4 0.4) 20 2 (1 3) 18. 8 

I 955--+65 29.6 23 7 53.6 (4.0) 33.4 (1 6) 14 8 

1965→ 75 23 I 30 9 40 8 (3 3) 28.2 (0. 6) 5. 5 
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そ
の
ほ
と
ん
ど
か
大
麦
と
粒
状
と

う
も
ろ
こ
し
の
二
毛
作
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

●
食
糧
供
給

ス
イ
ス
の
自
国
で
賄
っ
て
い
る
割

合
は
、
食
料
品
の
種
類
に
よ
り
非
常

に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

自
給
率
の
最
も
低
い
も
の
は
、
砂

糖
、
植
物
油
、
油
脂
で
国
内
耕
作
量

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

ー
農
業
政
策
一

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 政
府
が
手
厚
く
保
護

特
に
山
岳
営
農
に
配
意

●
農
業
政
策
の
目
標

ス
イ
ス
の
農
業
政
策
の
出
発
点
は
‘

連
邦
憲
法
と
農
業
法
に
基
づ
き
、
健

全
な
農
民
階
級
お
よ
び
国
家
の
生
計

に
奉
仕
す
る
た
め
に
、
能
率
の
よ
い

農
業
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

さ
ら
に
農
業
が
社
会
奉
仕
に
お
い

て
重
要
な
任
務
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
任
務
を
達

は
減
っ
て
い
る
が
、
占
口
給
率
の
上
昇

し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

パ
ン
用

穀
物
が
あ
る
。
近
年
平
均
し
て
七
〇

％
ー
七
五
％
を
自
国
で
賄
っ
て
い
る
。

じ
ゃ
が
い
も
は
過
剰
生
産
で
野
菜

類
は
逆
に
低
下
し
て
い
る
。

山
岳
地
帯
の
多
い
ス
イ
ス
農
業
は
畜

産
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
従
っ
て
畜
産

食
料
品
の
自
国
自
給
率
は
比
較
的
高
い
。

成
で
き
る
よ
う
国
は
条
件
を
創
り
出

す
こ
と
が
ス
イ
ス
農
業
の
主
要
目
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

①
平
常
時
に
お
け
る
食
料
品
の
供

給
②
輸
入
途
絶
の
時
の
備
蓄

③
景
観
の
保
護

を
任
務
と
し
て
い
る
。

●
山
岳
地
帯
に
お
け
る
政
策

山
岳
地
帯
に
あ
る
農
民
は
い
ろ
い

ろ
な
面
で
谷
地
に
比
べ
不
利
な
条
件

下
に
お
か
れ
て
い
る
。

注

H
に
値
す
る土

地
改
良
制
度

山
岳
地
域
農
業
に
対
す
る
特
別
措

置
と
し
て
は
、
土
地
改
良
制
度
に
関

す
る
も
の
か
注
目
さ
れ
る
。

山
岳
地
域
に
対
す
る
補
助
率
は
谷

地
よ
り
六
％
ー
八
％
高
く
す
る
と
共

に
山
岳
地
域
に
の
み
認
め
ら
れ
る
上

水
道
、
電
力
供
給
、
村
落
配
農
場
な

ど
に
特
別
な
措
置
か
と
ら
れ
て
い
る
。

単
に
気
象
条
件
、
地
理
的
に
極
め

て
不
利
な
経
営
構
造
、
機
械
化
合
理

化
に
厳
し
い
限
界
か
あ
り
、
農
民
も

労
働
も
谷
部
に
比
べ
過
重
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
労
働
の
成
果
は
劣
る

と
い
う
二
重
の
ハ
ン
デ
ィ
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う

な
一
般
農
業
に
対
す
る
所
得
格
差
を

で
き
る
だ
け
縮
小
す
る
た
め
各
種
補
助

金
の
補
助
率
ア
ッ
プ
や
山
岳
営
農
の

た
め
の
特
別
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

●
山
岳
地
域
に
お
け
る
補
助
金

山
岳
地
域
の
所
得
格
差
を
考
慮
し

て
次
の
よ
う
な
補
助
金
制
度
か
特
別

に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

①
家
畜
保
有
者
に
対
す
る
経
費
補

助
谷
間
地
農
業
地
帯
で
は
乳
牛
一
頭

当
た
り
八

0
フ
ラ
ン
（
円
換
算
で
一

フ
ラ
ン
一
五

0
円
な
の
で
一
万
二
千

円
と
な
る
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
山

岳
地
帯
の

1
種
地
域
で
は
一
頭
当
た

り
一
四

0
フ
ラ
ン
、

2
種
地
域
二
七

0
フ
ラ
ン
、

3
種
地
域
四

0
0
フ
ラ

ン
と
高
額
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

②
畜
産
経
営
及
び
畜
産
衛
生
改
善

補
助
金

山
岳
地
域
に
お
け
る
畜
産
農
家
で

あ
っ
て
、
資
格
試
験
及
び
畜
産
業
普

及
指
導
所
に
参
画
し
て
い
る
も
の
は

経
営
お
よ
び
衛
生
改
善
補
助
金
が
連

邦
か
ら
支
払
わ
れ
る
。

補
助
金
は
一
頭
当
た
り
三
0
•
五
0

フ
ラ
ン

1
七

0
フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い

る。
③
機
械
補
助
金

山
岳
地
域
に
お
け
る
農
業
用
機

械
の
共
同
購
入
及
び
一
定
の
条
件
を

満
た
す
個
別
購
入
に
つ
い
て
、
純
購

入
価
格
の
二

0
％
ま
で
の
額
を
補
助

す
る
。

0

0

 

以
上
の
よ
う
に
ス
イ
ス
の
農
業
政

策
は
、
山
岳
営
農
に
特
に
手
厚
く
保

護
さ
れ
、
一
般
農
業
に
対
す
る
所
得

格
差
を
な
く
そ
う
と
配
意
さ
れ
て
い

る。
最
後
に
、
ス
イ
ス
農
業
政
策
の
今

後
の
措
置
に
お
け
る
要
点
を
列
記
し

て
お
き
た
い
。

ア
、
最
も
広
い
意
味
で
の
生
産
碁

盤
の
改
善
を
は
か
る
。

イ
、
価
格
政
策
的
措
置
や
そ
の
他

の
措
置
に
よ
っ
て
、
農
業
生

産
を
方
向
づ
け
る
。

ウ
、
補
完
的
措
置
に
よ
っ
て
山
岳

地
農
家
の
維
持
と
奨
励
を
行

゜
う`

川
崎
病
と
い
う
と
‘

川
崎
市
に
発
生
す

る
公
害
病
の
よ
う
に
思
う
人
も
い
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
く
‘
こ
の
病
気
の
発
見

者
（
川
崎
富
作
先
生
）
の
名
前
を
と
っ
て

よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
子
供
、
そ
れ

も一

i
ニ
オ
代
が
も
っ
と
も
多
い
。

症
状
に
い
く
つ
か
特
徴
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
長
く
続
く
高
い
熱
で

す。
前
ぶ
れ
な
し
に
発
熱
、
医
師
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
薬
で
治
療
を
受
け
て
も
な
か
な
か

下
が
り
ま
せ
ん
。
早
く
て
五
‘
六
日
遅
い

場
合
は
二
、
三
週
間
も
熱
が
続
き
ま
す
。

こ
の
た
め
に
食
欲
は
な
く
な
り
、
不
き

げ
ん
で
、
お
母
さ
ん
は
ど
う
し
て
よ
い
か
‘

も
て
あ
ま
し
て
し
ま
い
ま
す
。
熱
が
三
‘

四
日
続
い
た
こ
ろ
に
他
の
症
状
‘

u
目
が
ま
っ
赤
に
な
る
。

,1
,
 

②
唇
も
赤
く
な
り
‘
乾
燥
し
て
切
れ

る。

③
首
の
リ
ン
パ
線
が
は
れ
て
痛
む
。

④
体
に
赤
い
不
定
形
の
発
疹
が
で
き

る。

固
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
が
赤
く
は
れ

る。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
出
し
て

川
崎
病
と
わ
か
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
は
一
定
の
経
過
を
へ
て
治
り

ま
す
が
、
こ
わ
い
の
は
心
筋
硬
ソ
ク
発
作

を
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
す
。
入
院

治
療
を
受
け
‘
退
院
後
も
定
期
的
に
‘
心

臓
の
検
査
を
受
け
る
の
が
安
全
で
す
。

一
―
口
医
学
一

高
熱
が
続
く

ぷ
m
崎
病
II
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問

九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
一
七
日
か
ら
三

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
、
町
長
よ
り
提
案
さ

れ
た
九
つ
の
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の

あ
ら
ま
し

〇
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

問

各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
に
当
っ

て

は

肱

川
町
合
併
以
来
今
日
ま
で
、

地
区
や
校
区
の
均
衡
を
考
慮
し
て
、

選
考
し
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う

こ
の
辺
で
考
え
方
を
改
め
て
、
町
全

体
か
ら
見
て
最
も
適
任
者
と
目
さ
れ

る
人
を
、
選
任
さ
れ
る
よ
う
に
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

答

委

員

の

人
選
に
つ
い
て
は
、
人

格
識
見
は
も
と
よ
り
、
職
務
と
の
適

合
性
、
年
齢
、
職
業
、
健
康
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
要
件
が
あ
る
ガ
、

地
区
や

校
区
は
優
先
可
る
も
の
で
は
な
い
ガ
、

＿
つ
の
要
件
と
し
て
考
慮
し
て
い
る
。

提
言
の
こ
と
は
、
合
後
選
考
の
際

参
考
に
し
て
い
き
だ
い
。

0
定
期
バ
ス
の
利
用
と
通
学
奨
励

金
の
見
直
し
に
つ
い
て

以
前
か
ら
定
期
バ
ス
の
廃
止
、

自転車通学生83人（肱中）

討
を
す
る
ガ
、
合
直
ち
に
こ
れ
を
変

要
可
る
つ
も
り
は
な
い
。

災
害
復
旧
費
等
に
八
千
八
百
万
円
を
補
正

予
算
総
額

l

＿
一
億
八
百
万
円
に

9
月
定
例
町
議
会

な
お
、
行
政
事
務
に
対
し
て
の
一
般
質
問
は
、
一

二
人
の
議
員
か
七
頃
目
に
つ
い
て
行
い
、
町
長

が
前
向
き
の
姿
勢
で
こ
れ
に
答
え
ま
し
た
。

減
便
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
再
三

言

っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
、
定
期

バ
ス
利
用
推
進
の
方
策
を
講
じ
ら
れ

て
い
る
と
思
つ
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

次
に
、
自
転
車
通
学
は
体
を
鍛
え

健
康
に
は
よ
い
が
、
通
学
の
帰
途
よ

く
道
草
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

バ
ス
利
用
の
こ
と
も
考
え
て
、
通

学
奨
励
金
の
見
直
し
を
し
て
、
こ
れ

に
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

答

定
期
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し

て
お
り
、
町
と
し
て
も
町
内
の
各
事

業
所
へ
、
バ
ス
利
用
を
呼
ぴ
力
け
る

依
頼
文
書
を
出
し
だ
り
、
バ
ス
時
刻

表
を
各
戸
へ
配
付
し
、
郎
落
長
さ
ん

を
逹
じ
て
協
力
を
要
講
し
て
い
る
。

自
家
用
車
は
茄
々
増
え
て
い
る
状

況
で
、
難
力
し
い
問
題
と
受
止
め
て

い
る
ガ
、
今
後
と
も
努
力
は
続
け
て

い
く
。遅

学
奨
励
金
の
こ
と
は
、
適
学
も

教
育
の
一
喘
て
あ
り
、
教
育
上
の
観

点
視
野
に
立
っ
て
制
度
を
考
え
る
べ

き
で
、
教
育
委
員
会
と
充
分
協
議
検

＿ 

〇
各
種
事
業
に
係
る
地
元
負
担
金

の
軽
減
に
つ
い
て

問

町

の
規
程
で
は
、
部
落
集
会
所

を
新
築
す
れ
ば
、
地
元
は
事
業
費
の

三
0
％
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

問
隣
接
の
町
村
で
は
、
敷
地
さ
え
提

供
す
れ
ば
、
建
物
の
負
担
は
要
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

当
町
で
も
、
こ
の
よ
う
に
で
き
な

、
n

o

し
カ次

に
、
道
路
の
災
害
復
旧
事
業
の

場
合
、

地
元
の
負
担
率
は
、
国
の
補

助
金
を
差
引
い
た
額
に
、
二
級
線
か

ら
四
級
線
で
は
一

0
%
、
五
級
線
で

は
五

0
％
と
な
っ
て
い
る
が
‘
災
害

や
道
路
の
公
共
性
を
考
慮
し
て
、
地

元
負
担
金
は
無
し
に
す
る
よ
う
に
さ

れ
て
は
ど
う
か
。

な
お
、
町
の
財
源
の
こ
と
も
あ
ろ

う
が
、
全
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
地
元
負
担
金
の
軽
減
を
は
か
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

答
喜
多
郡
内
各
町
村
に
お
け
る
事

業
に
係
る
補
助
率
な
ど
充
分
承
知
し

て
い
る
。

一
部
の
事
業
を
捉
え
て
比
較
さ
れ

可
、
全
体
的
に
総
合
判
断
を
お
願
い

し
だ
い
。

部
落
集
会
所
新
築
の
地
元
負
担
金

を
手
亘
し
可
る
と
、
4

つ
ま
て
に
事
業

を
し
だ
母
落
と
、
こ
れ
力
ら
取
り
組

む
部
落
を
特
別
扱
い
に
す
れ
ば
、
大

き
な
不
公
平
ガ
生
じ
る
の
で
、

今
ど

う
こ
う
す
る
事
は
で
き
な
い
ガ
、
何

ら
力
の
検
討
は
し
て
み
だ
い
。

道
路
の
公
共
土
木
災
害
復
日
事
業

に
つ
い
て
は
、
提
言
の
点
了
解
て
き

る
の
で
、
早
速
検
討
を
行
い
、
今
年

二

亘

頃
に
協
議
を
可
る
運
ぴ
と
し

だ
い
。0

県
道
大
谷
、
蔵
川
線
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

町
内
の
県
道
で
は
‘

こ
の
路
線

か
一
番
悪
い
よ
う
に
思
う
g

早
期
に
改
良
を
す
べ
き
だ
か
、
特

に
急
を
要
す
る
の
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
安
全
施
設

の
整
備
で
あ
る
。

県
へ
対
し
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

答

従
来
力
ら
察
へ
は
要
望
し
て
い

る
ガ
、
な
お
、
要
請
し
実
現
に
努
力

可
る
。0

部
落
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

問

一

般

住
民
の
声
で
は
‘
車
か
走

る
町
道
は
隣
接
町
村
と
較
べ
て
、
当

町
の
場
合
よ
く
な
っ
た
が
、
部
落
内

の
生
活
道
、
通
学
路
と
し
て
利
用
し

て
い
る
近
道
（
小
道
）
に
つ
い
て
も

整
備
を
し
て
貰
い
た
い
と
の
要
望
か

あ
る
が
、
行
政
的
に

こ
れ
に
応
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

祀
落
内
の
逹
常
利
用
し
て
い
る

小
道
の
整
備
対
策
は
、
現
在
検
討
を

し
て
い
る
。
｛
三
年
の

―
二
月
頃
ま
で

に
は
結
誦
を
出
可
こ
と
に
し
だ
い
。

以
前
は
、
家
畜
の
鱒
料
と
し
て
小

追
の
草
刈
り
は
問
題
ガ
な
力
つ
だ

tf

合
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

tfな
く
草
ガ

し
げ
り
逹
り
難
く
な
っ
て
い
る
の
ガ

実
態
で
あ
る
。

関
係
す
る
地
域
住
民

tf、
自
分
の

追
、
財
産
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ

て
、
管
理
や
整
備
も
お
願
い
し
だ
い
。

0

鹿
野
川
地
区
の
汚
水
処
理
に
つ

い
て

問

先
般
開
催
さ
れ
た
喜
多
郡
議
会
議

員
大
会
で
も
、
河
川
の
汚
れ
の
こ
と
が

論
議
さ
れ
た
が
、
鹿
野
川
地
区
で
も
、

井
戸
の
水
は
昔
は
き
れ
い
で
あ
っ
た

が
、
今
は
こ
の
井
戸
水
も
飲
ん
で
み
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る
と
悪
臭
が
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
下
排
水
処

理
施
設
を
作
り
、
汚
水
処
理
を
す
る

施
策
を
講
ず
べ
き
と
思
う
か
、
こ
れ

を
や
ら
れ
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

答
最
近
肱
川
の
水
質
汚
染
は
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
生
活
排

水
処
理
な
ど
に
関
し
て
は
特
に
重
視

を
し
て
お
り
、
先
に
各
種
事
業
の
補
助

金
及
び
分
但
金
規
程
の
見
酉
し
の
際

に
、
新
だ
に
闘
易
下
水
追
施
設
整
備

事
業
の
項
目
を
作
り
、
町
と
地
元
の

負
担
割
合
も
決
め
岨
確
に
し
て
い
る
。

鹿
野
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
町
も

慟
き
力
け
は
し
て
い
る

tf、
現
在
部

落
に
あ
い
て
、
下
水
処
理
の
だ
め
の

委
貴
会
組
織
も
で
き
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
以
前
力
ら
の
経
緯
も
あ
る
の

て
、
こ
の
組
織
と
接
触
を
は
力
り
、

対
応
促
進
を
は
刀
つ
て
い
く
。

t
 

0
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て

問
町
内
の
元
庄
屋
の
家
屋
は
古
い

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
 

建
物
で
、
肱
川
町
の
文
化
財
の
一
っ

と
言

っ
て
過
言
で
な
い
。

こ
の
建
物
の
管
理
保
存
が
充
分
で

な
い
。

個
人
の
財
産
で
あ
り
、
そ
の
家
庭

の
ご
事
情
も
あ
る
が
、
壊
れ
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
の
で
、
廃
屋
に
な
ら
な
い
う
ち

に
、
町
長
の
立
場
で
、
ご
本
人
と
の

対
話
な
ど
を
通
じ
て
、
保
存
す
る
方

法
を
見
い
出
せ
な
い
も
の
か
検
討
さ

れ
た
い
。

答
私
は
、
そ
の
家
屋
は
外
巫
力
ら

は
貝
て
い
る
ガ
、
実
際
に
内
巫
は
知

ら
な
い
の
で
、
こ
の
際
見
せ
て
い
だ

だ
き
、
ま
だ
、
文
化
財
専
門
貴
も
お

ら
れ
る
の
で
、
知
恵
を
拝
惜
し
、
保

存
す
べ
き
価
悟
の
あ
る
も
の
な
れ
ば

そ
れ
な
り
の
対
応
は
し
だ
い
ガ
、
提

言
に
も
あ
っ
だ
と
お
り
、
固
人
の
財

産
て
あ
り
、
剃
聞
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
是
非
ご
本
人
と
話
し
合

い
だ
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
決
事
項
の

涜
ら
ま
し

〇
監
査
委
員
の
選
任

監
査
委
員
福
田
哲
秋
氏
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
再
任
を
求
め
て
い
た
が
、

こ
れ
に
同
意
し
た
。

0
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
横
田
方
之
氏
、

沖
野
次
雄
氏
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

両
氏
の
再
任
を
求
め
て
い
た
が
、
両

氏
の
再
任
に
同
意
し
た
。

0昭和五四年度肱川町歳入歳

出決算認定

決算書は、福田、村田監査委

員からの意見をつけて提出され

ていたが、これを認定した。

なお、本会議において、福田

監査委員から、次の説明があっ
こ。
t 

決算の審査については、地方

自治法の主旨に即しているか、
‘,l 

円

位
単

表
括

公心
条

の
t 一＿―-ロ

会← 

月
特

ー）

'→ 

び
並
t ―-＝-口

会
笈舟

度
年
4 5 CH 

禾
カロ

ロu

会計別 事項 歳入額 歳出額 差引額

一般会計 1,381,996,817 1, 358, 847, 110 23,149,707 

国保会計 210, 215, 584 197,652,584 12,563,000 

特 水道会計 22,311,009 21,115,095 1,195,914 

別 給与会計 36,108,149 35,782,917 325,232 

会 車輛会計 9,759,826 8,270,605 1,489,221 

計 住宅会計 532,955 386,818 146,137 

計 278,927,523 263,208,019 15,719,504 

合 計 1,660,924,340 1,622,055,129 38,869,211 

名
荷
谷
簡
易
水
道
新
設
工
事
を
、

六
千
八
百
万
円
で
、
上
田
建
設
と
契

約
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
町
道
瓜
生
谷
、
大
地
線
改

良
工
事
，

J

、
二
千
八
百
三

0
万
円
で
、

松
岡
建
設
と
契
約
す
る
こ
と
を
決
め

こ
。

f
 

予
算
か
そ
の
ー目
的
に
沿
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
計

算
に
誤
り
は
な
い
か
、
な
ど
慎
重
な

審
査
を
行
っ
た
。

審
査
の
結
果
は
、
関
係
諸
帳
簿
及

び
証
拠
書
類
を
照
合
し
、
決
算
計
数

は
符
合
し
て
、
正
確
で
あ
る
こ
と
を

認
め
た
。

一
般
会
計
は
‘
収
支
の
均
衡
に
努

め
て
お
り
、
予
算
の
執
行
率
は
‘
歳

入
一

0
0
・
五
％
、
歳
出
九
八
・
八
％

と
良
好
、
町
税
七
千
五
四
万
八
千
円

は
完
納
さ
れ
て
、
連
年
の
完
納
は
高

く
評
価
を
す
る
。

各
特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

の
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
努
め
て
お

り
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。予

算
の
執
行
率
も
良
好
で
あ
る
。

各
財
産
の
管
理
は
、
お
お
む
ね
良

好
と
認
め
た
。

0
地
域
振
興
事
業
費
補
助
金
及
び

分
担
金
条
例
の
制
定

各
種
事
業
の
町
補
助
金
或
い
は
地

元
分
担
金
に
つ
い
て
は
‘
町
の
規
程

で
定
め
て
い
た
か
、
こ
れ
を
条
例
化

し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
補
助
金
並
び
に
分
担
金

の
率
に
は
変
更
は
な
か
っ
た
。

0
昭
和
五
五
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

歳
入
、
歳
出
と
も
に
‘
八
千
八
百

六
八
万
二
千
円
が
追
加
さ
れ
て
、
予

算
額
は
、
一
三
億
八
百
四
四
万
円
と

な
っ
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
公
衆
便
所

新
設
二
百
万
円
、
戦
没
者
追
悼
式
四

.
〗距

七
万
円
、
転
作
促
進
特
別
対
策
事
業

費
千
三
百
三

0
万
円
、
集
落
農
業
計

画
推
進
事
業
費
な
ど
八
五
万
円
、
中

山
間
地
田
畑
再
編
成
調
査
費
九

0
万

円
、
萩
野
尾
加
工
場
取
付
道
路
費
二

百
八

0
万
円
、
か
け
く
ず
れ
防
災
対

策
事
業
費
（
名
荷
谷
、
大
谷
の
二
箇

所
）
四
百
四

0
万
円
、
公
民
館
保
安

設
備
費
二
百
九
七
万
円
‘
災
害
復
旧

費
三
千
四
百
三
五
万
六
千
円
、
起
債

の
元
利
金
二
千
四
二
万
円
等
で
あ

る
。歳

入
の
重
な
る
も
の
は
、
地
方
交

付
税
二
千
八
百
万
円
、
災
害
復
旧
費
国

庫
負
担
金
二
千
二
百
二
五
万
円
、
県

補
助
金
千
六
百
九
七
万
円
、
町
債
千

六
百
六

0
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
当
町
の
一
般
会
計
予

算
は
一
三
億
八
百
四
四
万
円
、
五
つ

の
特
別
会
計
予
算
が
四
億
二
千
四
百

三
七
万
二
千
円
で
、
合
計
す
る
と
一

七
億
三
千
二
百
八
一
万
二
千
円
と

な
っ
た
。
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今
年
も
一
0
月
一
日
か
ら
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。こ

の
共
同
募
金
運
動
は
、
昭
和
二

二
年
、
あ
の
終
戦
直
後
の
混
乱
期
に

危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
わ
が
国
で

始
め
て
展
開
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
は

三
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
間
、
こ
の
運
動
は
、

時
代
の
移
り
変
り
と
共
に
、
色
々
議

論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

共
同
募
金
の
本
来
の
主
旨
は
、
民

間
に
お
け
る
福
祉
事
業
の
経
済
的
な

基
礎
の
確
立
と
同
時
に
、
広
く
国
民

の
福
祉
事
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
が
、

や
や
も
す
る
と
、
こ
う
し
た
主
旨
の

徹
底
が
不
充
分
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
と
も
か
く
一
貫
し
て
三

四
年
間
、
こ
の
運
動
は
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

今
年
は
、

時
あ
た
か
も
一
九
八
〇

肱
川
町
結
婚
相
談
所
で
は
、
結
婚

相
談
活
動
を
推
進
す
る
事
業
と
し
て
、

結
婚
適
令
期
に
あ
る
青
年
男
女
に
そ
の

希
望
を
登
録
し
て
も
ら
い
、
未
来
の

花
嫁
花
婿
の
相
手
を
募
っ
て
い
ま
す
。

登
録
者
へ
は
、
相
談
会
、
交
歓
会

の
開
催
、
ま
た
、
め
で
た
く
結
婚
に

ゴ
ー
ル
イ
ン
さ
れ
る
と
記
念
品
を
贈

呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
の
申
込
み
そ
の
他
結
婚
相
談

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
の
他
次
の
結

婚
相
談
員
に
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
ご

郵
便
貯
金
は
創
業
以
来
皆
さ
ん

郵
便
貯
金
で

住
み
よ
い
社
会
を

内と

容 ろ

上
嵯
峨
谷
和
氣
カ
メ
ヨ
さ
ん

(83
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

年
代
の
第
一
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

一
九
八
0
年
代
は
、
国
の
内
外
を
と

わ
ず
、
政
治
経
済
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
わ
た
っ
て
、
多
事
多
難
の
時

代
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
に
不
透
明
の

時
代
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
福
祉
の

分
野
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
事

情
の
も
と
、
そ
の
見
直
し
が
は
か
ら
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
際
限
な
く
広
が
る

住
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
へ
の
要
求
と
は

う
ら
は
ら
に
、
社
会
福
祉
の
推
進
は
、

き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
あ
ら
た
め
て
民

間
社
会
福
祉
事
業
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
、
そ
の
推
進
の
中
心
と
な
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
に
大
ぎ
な
期
待

と

き

か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
共
同
募
金
運
動
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
一
九
八
0
年
代

の
新
し
い
福
祉
づ
く
り
へ
向
っ
て
、

ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
共
同
募
金
は
、
皆

さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
総

額
で
三
六
五
、
七
四
五
円
が
集
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
募
金
は
、
県
募
金
会
を
通

じ
て
当
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
配
分

さ
れ
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止
活
動
や

老
人
、
身
障
者
等
の
補
装
具
の
給
付
等

福
祉
活
動
に
有
効
に
使
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
‘
1
0
月
一
日
よ
り
、
各

部
落
や
職
場
、
学
校
そ
し
て
運
動
会

等
で
大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て

運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
の
暖
か
い
思
い
や

り
を
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
お
寄

せ
下
さ
い
。

相
談
下
さ
い
。

岡
サ
エ
子
（
山
槌
）
山
崎
君
子
（
白

石
）
兵
頭
定
雄
（
森
）
今
岡
安
盛

（
中
野
）
冨
永
千
世
子
（
鹿
野
川
）

和
気
幸
三
（
敷
水
）
帽
子
達
子
（
嵯
峨

谷
）
東
松
代
（
柳
）
宮
田
静
（
中
津
）

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

結
婚
相
談
委
員

涜
な
だ
の
思
い
や
り
を

赤
い
別
根
に

〇
乳
児
健
康
づ
く
り
教
室

の
経
済
生
活
の
安

定
と
財
産
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す

る
と
と
も
に
、
お

預
り
し
た
お
金
は
‘

国
の
財
政
投
融
資

金
と
し
て
各
方
面

に
融
資
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
く
ら
し
に

関
係
の
深
い
住
宅

の
建
設
、
生
活
環
境
の
整
備
、
文
教

施
設
の
充
実
な
ど
の
た
め
に
役
立

っ

て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
の
全
国
に
お
け
る
現
在

高
は
五
三
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
こ

の
う
ち
愛
媛
県
全
体
で
一
、
七
二
四
億

円
、
肱
川
町

へ
は
五
億
円
余
の
お
金

が
融
資
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
郵

便
貯
金
の
働
き
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
御
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

関
係
機
関
の
御
協
力
を
得
て
「
豊

か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を

つ
く
る
郵
便
貯
金
月
間
」
を
一
0
月

一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
実
施
し
て
い
ま

す。
ど
う
ぞ
郵
便
貯
金
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

―
一
月
一
七
日

一
三
時
三
0
分
か
ら

一
五
時
三
0
分
ま
で

肱
川
町
公
民
館

離
乳
食
調
理
実
習

（初
期
・
中
期
・
後
期
）

白

石

寺

岡

修

さ

ん

長

男

泰

治

ち

ゃ

ん

嘉

城

中

岡

一

夫

さ

ん

長

女

カ

ズ

ミ

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

肱
川
町
共
同
募
金
会

③
講
話”

貧
血
に
つ
い
て
“

（
午
後

講

師

和

気

千

秋

先

生

内と

容ろ

と

き

〇
貧
血
予
防
教
室

―
一
月
二
六
日

1
0
時
ー
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

m貧
血
食
調
理
実
習

（
午
前
中
）

対
象
者
昭
和
五
四
年
九
月
一
日

か
ら
昭
和
五
五
年
六
月

末
日
ま
で
の
出
生
児

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時閻

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

二


